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輝
か
し
い
新
し
い
年
を
迎
え
、
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
清

栄
の
こ
と
と
存
じ
あ
げ
ま
す
。

　

光
陰
矢
の
如
し
と
の
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も

の
で
、
築
上
町
が
発
足
し
て
節
目
の

10
年
目
に
当
た
り
ま
す
。
徐
々
に
で

す
が
町
民
生
活
の
向
上
が
図
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
終

わ
り
、
安
倍
内
閣
が
引
き
続
き
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
を
実
行
し
て
一
部
の
地
域
、

一
部
の
者
で
無
く
、
我
々
地
方
に
も

新
内
閣
の
施
策
に
よ
り
好
景
気
が
早

く
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

築
上
町
総
合
計
画
の
見
直
し

　

平
成
19
年
３
月
に
築
上
町
総
合
計

画
が
作
成
さ
れ
、
「
心
と
体
の
健
康

を
求
め
た
生
活
の
場
づ
く
り｣
を

テ
ー
マ
に
、
又
審
議
会
か
ら｢
子
ど

も
の
命
を
護
る｣

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

を
具
申
さ
れ
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き

施
策
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
を
基
本
に
町
民

生
活
の
向
上
と
安
心
安
全
の
確
保
も

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

住
み
よ
い
町
を
目
指
し
て
総
合
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
将
来
の
築
上
町

の
設
計
図
を
こ
の
一
年
間
で
作
成
し

た
く
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

下
水
道
広
範
囲
に
供
用
開
始

　

予
て
か
ら
下
水
道
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
椎
田

西
部
地
区
が
全
域
４
月
か
ら
供
用
開

始
に
な
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
の
椎

田
地
区
は
、
４
月
に
約
２
割
が
供
用

開
始
の
見
込
み
で
す
。
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
の
築

城
地
区
は
、
す
で
に
約
９
割
の
供
用

開
始
を
し
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
に
併
せ
て
下
水
道
を
ご

利
用
の
世
帯
は
、
雑
排
水
宅
内
配
管

（
水
廻
り
）
と
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工

事
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
、
下
水
道

の
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
早

期
の
接
続
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
供
用
開
始
３
年
以
内
に
水

洗
化
工
事
を
行
う
と
、
初
年
度
は
４

万
円
、
２
年
目
は
２
万
円
、
３
年
目

は
１
万
円
の
改
造
助
成
金
が
助
成
さ

れ
ま
す
。

　

下
水
道
実
施
区
域
以
外
は
、
合
併

浄
化
槽
の
補
助
制
度
を
ご
利
用
し
て

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
て
戴
き
雑
排

水
宅
内
配
管
（
水
廻
り
）
と
ト
イ
レ

の
改
修
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

東
九
州
自
動
車
道
町
内
イ
ン

タ
ー
開
設

　

昨
年
12
月
に
東
九
州
自
動
車
道
が

み
や
こ
豊
津
イ
ン
タ
ー
ま
で
開
通
し
、

我
が
町
域
の
築
城
イ
ン
タ
ー
、
椎
田

イ
ン
タ
ー
、
椎
田
南
イ
ン
タ
ー
（
小

倉
方
面
へ
の
出
入
り
の
み
）
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
開
通
を
機
会
に
企
業
の
進
出

が
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業

誘
致
に
力
を
注
ぎ
実
現
に
向
け
て
職

員
と
共
に
活
動
を
強
化
し
て
参
り
ま

す
。

　

福
岡
、
北
九
州
、
本
州
と
高
速
道

路
で
直
結
し
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ

「
軍
師
官
兵
衛
」
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
高
速
道
路
を
利

用
し
た
観
光
行
政
に
も
力
を
入
れ
、

地
域
振
興
に
繋
げ
た
く
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
年
一
年
町
民
の
皆
様
の
ご
活
躍
、

ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
又
寒
気
強
い

折
ご
自
愛
を
頂
き
、
風
邪
な
ど
召
さ

な
い
よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

年頭のご挨拶
更なる発展に向けた
　自然を大切にする
　　築上町を、みなさんと共に。

更なる発展に向けた
　自然を大切にする
　　築上町を、みなさんと共に。

築
上
町
長

　
新 

川
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
皆
さ
ま
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
し
ま
す
が
、
被
災
地

域
で
は
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
放
射
能
の

除
染
、
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃

炉
・
汚
染
水
対
策
等
を
着
実
に
進
め
、

一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
政
府
は
昨
年
、
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
18
ヶ
月
延
期

し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
さ
ら
な
る
推

進
の
た
め
復
興
の
加
速
や
地
方
創
生

の
実
現
、
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
社

会
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
と
衆
議
院
を

解
散
し
総
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
た
な
政
府
に
は
、
地
方
経
済
の

活
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
総
合
的
な

少
子
化
対
策
に
取
り
組
み
、
若
い
世

代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希
望

を
実
現
す
る
施
策
を
充
実
さ
せ
、
真

の
地
方
創
生
の
実
現
を
強
く
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
日
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
高
齢

化
の
急
速
な
進
行
、
生
活
圏
域
の
拡

大
と
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
国
、

地
方
を
通
じ
た
危
機
的
な
財
政
状
況

な
ど
、
大
き
く
か
つ
急
激
に
変
化
し

て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
町
民

の
皆
さ
ま
方
と
議
会
、
行
政
が
一
丸

と
な
っ
て
乗
り
切
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
一
同
、
築
上
町
民
の

代
表
と
し
て
、
身
近
な
議
会
、
開
か

れ
た
議
会
運
営
を
心
が
け
、
地
方
自

治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
さ
ら

に
は
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
誠
心
誠
意
、
努
力
す
る
所
存

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
築
上
町
議
会
の
活
動

に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

身近な議会、開かれた議会を
目指して。

築
上
町
議
会
議
長

　
田 

村
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光


